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１ 小麦                                  

 (1)国際的な小麦需給の概要（詳細は右表を参照）                ◎世界の小麦需給                   (単位：百万トン) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜米国農務省（USDA）の見通し＞     2022/23 年度  

生産量    前年度比   前月比  

・ロシア、ウクライナ等で上方修正され、前月から上方修正された。史上最高の

見込み。 

消費量    前年度比   前月比  

・EU、ロシア、ウクライナ等で上方修正され、前月から上方修正された。 

輸出量    前年度比   前月比  

・ブラジル等で上方修正され、前月から上方修正された。史上最高の見込み。 

期末在庫量  前年度比   前月比  

中国, 17.6 EU, 16.9 インド, 13.1

ロシア, 11.6

米国, 6.2

カナダ, 4.5

その他, 30.1
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ロシア, 20.1 EU, 16.0

カナダ, 12.4

豪州, 12.0

米国, 10.7

アルゼンチン, 6.2

その他, 22.5
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〇 2022/23年度の世界の小麦の輸出量(208.9百万トン)(単位：％)

〇 2022/23年度の世界の小麦の生産量(783.9百万トン)(単位：％)

〇 2022/23年度の世界の小麦の輸入量(204.1百万トン)(単位：％)

インドネシア, 5.5

エジプト, 5.4

トルコ, 5.0

中国, 4.7

アルジェリア. 4.1

その他, 75.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
資料:USDA｢PS&D｣(2022.9.12）をもとに農林水産省にて作成 
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期末在庫率
（右目盛）

(百万トン)

予測値
前月予測

からの変更

対前年度

増減率(%)

 生　産　量 774.5 779.9 783.9 4.3 0.5 

 消　費　量 782.2 794.8 791.0 2.4 ▲ 0.5 

   うち飼料用 157.9 161.0 155.2 2.4 ▲ 3.6 

 輸　出　量 203.4 203.2 208.9 0.2 2.8 

 輸　入　量 195.4 198.0 204.1 0.3 3.1 

 期末在庫量 290.6 275.7 268.6 1.2 ▲ 2.6 

 期末在庫率 37.1% 34.7% 34.0% 0.1 ▲ 0.7 

資料：USDA 「World Agricultural Supply and Demand Estimates」 (12 September 2022)

年　度 2020/21
2021/22
(見込み)

2022/23
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（２）国別の小麦の需給動向 

 ＜ 米国 ＞ 生産量は冬小麦が減少するものの春小麦が回復し前年度を上回る 

【生育・生産状況】USDA によれば、2022/23 年度の生産量は、冬小麦、デュラム小麦、春小麦とも

前月予測からの変更はなく、前年度に比べ 8.3％増の 48.5 百万トンの見込み。 

作期別には、冬小麦の生産量は、主要産地での干ばつの影響により収穫面積と単収が減少し、32.6

百万トン(前年度 34.8 百万トン)と、前年度に比べ 6.2%減少する見込み。 

一方、春小麦及びデュラム小麦の生産量は、収穫面積と単収が増加し、前年度の干ばつによる減産

から回復し、それぞれ、13.9 百万トン(同 9.0 百万トン)、2.0 百万トン(同 1.0 百万トン)と前年度に比

べ 54.5％増、97.4％増となる見込み。なお、2022/23 年度の春小麦、デュラム小麦の生産量とも、そ

れぞれの５年平均 13.7 百万トン、1.6 百万トンを上回っている。 

2022/23 年度の春小麦の播種は主要産地のプレーンズ北部のミネソタ州、ノースダコタ州等を含め

降雨過多により遅れたものの、小麦価格が堅調なことから６月中旬から下旬にかけ大部分の産地で播

種が急速に進んだ。この播種の遅れにより、発芽や出穂の進捗率は例年を下回り、全体的に生育は遅

れたものの、温暖な天候により生育の遅れは緩和された。その後、生育が順調に進み、急速に収穫が

進展している。 

 ｢Crop Progress｣(2022.8.22、9.19)によれば、９月 18 日時点の春小麦の主要生産 6 州の収穫進捗率

は 94％と、前年度同期(100％)を下回っているものの、５年平均(94％)並となっている。なお、8 月 21

日時点で冬小麦の収穫は、収穫進捗率が 95％となりほぼ終了した。 

 また、2023/24 年度の冬小麦の作付けが開始されており、9 月 18 日時点の主要生産 18 州の作付進

捗率は、21％と前年度(20％)、５年平均(17％)を上回っている。州別には、テキサス州で７ポイント、

カンザス州で５ポイント５年平均を上回っている。 

なお、同日時点の発芽進捗率は、２％と前年度の３％を下回るものの、５年平均並となっている。 

【貿易情報・その他】USDA によれば、2022/23 年度の輸出量は、前月予測からの変更はなく、22.5

百万トンとなる見込み。8 月の輸出量は 2.1 百万トンで、輸出先国はメキシコ(18.8％)、フィリピン

(14.3％)、日本(13.5％)の順。 

  小麦－米国（冬小麦が全体の 7 割、春小麦は 3 割） 
(単位：百万トン）

予測値
前月予測

からの変更

対前年度

増減率(%)

生　産　量 49.8 44.8 48.5 - 8.3 
消　費　量 30.4 30.6 30.4 - ▲ 0.7 

  うち飼料用 2.5 2.6 2.2 - ▲ 15.2 
輸　出　量 27.1 21.8 22.5 - 3.1 
輸　入　量 2.7 2.6 3.0 - 15.4 
期末在庫量 23.0 18.0 16.6 - ▲ 7.6 
期末在庫率 40.0% 34.3% 31.4% - ▲ 2.9 

（参考）

収穫面積(百万ha) 14.89 15.04 15.19 - 1.0 
単収(t/ha) 3.34 2.98 3.20 - 7.4 

           「World Agricultural Production」(12 September 2022)

2020/21
2021/22
(見込み)

2022/23 (22年6月～23年5月）

資料：USDA 「World Agricultural Supply and Demand Estimates」 
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図 米国の冬・春・デュラム小麦別の生産量の推移    

国名　 検証高(万トン) シェア(%) 国名　 累積検証高(万トン) シェア(%)

メキシコ 39.3 18.8 メキシコ 274.5 20.4

フィリピン 30.0 14.3 フィリピン 170.2 12.6

日本 28.2 13.5 日本 153.2 11.4

韓国 16.4 7.8 韓国 84.2 6.2

イエメン 10.6 5.1 ナイジェリア 81.3 6.0

その他 69.4 33.1 その他 584.6 43.4

合計 209.3 100.0 合計 1,348.0 100.0

2022年8月 2022年１月～８月

注１．８月の輸出検証高は、８月11、18、25日、９月１日の合計値

注２．2022年累積輸出検証高は、2022年１月６日～９月１日の合計

資料：USDA Federal Grain Inspection Services Yearly Export Grain Totals (2022年９月９日)より作成。

図 米国産小麦の輸出先国別輸出量    

資料: USDA「NASS」のデータをもとに農林水産省で作成 
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＜ カナダ ＞ 生産量は回復し、前年度比 55.6％増、過去５年平均比 14.3％増 

【生育・生産状況】カナダ農務農産食品省(AAFC)｢Outlook for Principal Field Crops」(2022.9.23)

によれば、2022/23 年度の小麦全体の生産量は、前月予測から 0.2 百万トン上方修正され、34.7 百万

トンの見込み。カナダ西部の干ばつにより生産量が減少した 2021/22 年度に比べ、収穫面積と単収の

引き上げから、55.6％増加する見込み(過去５年平均対比 14.3％増)。 

このうち、普通小麦は、収穫面積、単収の引き上げから、前月予測から 0.3 百万トン上方修正され

28.6 百万トン(前年度対比 48.4％増、過去５年平均対比 12.1％増)。デュラム小麦は、収穫面積の引き

下げから、前月予測から 0.1 百万トン下方修正されたものの 6.1 百万トン(前年度対比 101.3％増、過

去５年平均対比 20.6％増)。なお、普通小麦の生産量のうち、春小麦は前年度に比べ 60％増加の 26.1

百万トン、冬小麦は同 16%減少の 2.5 百万トン。 

 カナダ統計局「Model-based principal field crop estimates August 2022」(2022.９.14)によると、

2022/23 年度の主要生産地別の生産量は、サスカチュワン州で前年度に比べ 74.0％増加の 15.4 百万

トン、アルバータ州で同 80.1％増加の 11.6 百万トン、マニトバ州で同 37.8 ％増加の 5.2 百万トン。 

主要生産各州の政府報告によれば、サスカチュワン州の収穫進捗率は９月５日現在、冬小麦が 84％、

春小麦 40％、デュラム小麦 70％である。マニトバ州では、９月６日現在、冬小麦が 98％、春小麦が

31％である。なお、同州東部地域の冬小麦のサンプルでは、カビの一種であるフザリウムの発生率が

高くなっている。アルバータ州では、9 月 6 日現在、春小麦が 39.2％、デュラム小麦が 73.0％である。 

【貿易情報・その他】AAFC によれば、2022/23 年度の小麦全体の輸出量は、前月予測から 0.2 百万

トン上方修正され、前年度に比べ 53.4%増加の 23.2 百万トン。そのうち、普通小麦は前月予測から

0.2 百万トン上方修正され 18.2 百万トンと、生産量の回復と輸出価格の低下から、前年度に比べ 46.6％

増加の見込み。デュラム小麦は、前月予測からの変更はなく 5.0 百万トンと、生産量の回復、輸出価

格の低下と高温・乾燥で作物が影響を受けた欧州や北アフリカ(特に不順な天候により減産となったモ

ロッコ)等の需要から、前年度に比べ 84.1％増加。カナダ穀物委員会(Canadian Grain Commission)に

よれば、2021/22 年度(2021 年 8 月~2022 年 7 月)の輸出量は普通小麦が 11.5 百万トン、デュラム小

麦は 2.6 百万トンの計 14.1 百万トン。輸出先国は、普通小麦が日本(13.8％)、インドネシア(11.1％)、

デュラム小麦は、モロッコ(27.5％)、米国(15.6％)の順。 

 
 小麦－カナダ（春小麦を主に栽培） (単位：百万トン）

前月予測

からの変更

対前年度

増減率(%)

生　産　量 35.4 22.3 35.0 (34.7) - 57.0 
消　費　量 9.1 10.2 9.1 (9.0) - ▲ 10.6 

  うち飼料用 4.2 5.2 4.0 (4.6) - ▲ 22.8 
輸　出　量 26.4 15.0 26.0 (23.2) - 73.3 
輸　入　量 0.6 0.6 0.6 (0.1) - - 
期末在庫量 6.0 3.7 4.2 (6.3) 0.3 13.6 
期末在庫率 16.7% 14.6% 11.9% (19.6%) 0.7 ▲ 2.7 

（参考）

収穫面積(百万ha) 10.02 9.19 10.00 (10.06) - 8.8 
単収(t/ha) 3.54 2.43 3.50 (3.45) - 44.0 
資料：USDA 「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、
           「World Agricultural Production」(12 September 2022)
  　　AAFC 「Outlook For Principal Field Crops｣(23 Septemer 2022)

年　度
予測値､（　）はAAFC

2021/22
(見込み)

2020/21
2022/23(22年8月～23年7月）

写真(左) サスカチュワン州(2022 年８月 25 日) 
前年度より収穫が２週間遅れているものの、秋の穏やかな

気候による単収増加が期待されている。 
写真(右) マニトバ州(2022 年９月５日) 

収穫中の小麦は、主にパンに使用される Starbuck 品種。 

写真 カナダの小麦圃場(サスカチュワン州、マニトバ州) 

図 カナダ産普通小麦、デュラム小麦の生産量の推移 
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資料:カナダ農務農産食品省(AAFC)にデータをもとに農林水産省で作成 
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＜ 豪州 ＞ 生産量は史上２番目の 33.0 百万トンの見込み 

【生育・生産状況】USDA によれば、2022/23 年度の生産量は前月予測からの変更はなく、33.0 百

万トンと史上最高の前年度(36.4 百万トン)を 9.2％下回るものの、過去５年平均を 36.0％上回る。 

豪州農業資源経済科学局(ABARES)｢Australian Crop Report｣(2022.9.6)によれば、2022/23 年度

の生産量は 32.3 百万トンと史上最高の前年度を 11％下回るものの、史上２番目となる見込み。 

主要生産州別の生産量は、ニューサウスウェールズ州(NSW 州)では、10.2 百万トンと前年度に比

べ 20％減少するものの、過去５年平均を 50％上回る。作付期には天候に恵まれたものの、一部地域

では６月に降雨過多となった。今後も平均以上の降雨が続くと収穫の遅延や、品質低下の可能性があ

る。西オ－ストラリア州(WA 州)では、史上最高であった前年度に比べ 14％減少の 11.0 百万トン。

５月、６月の理想的な生育条件で作付けが順調に進んだ。６、７月の降雨量は平年を下回ったものの、

気温が平年を上回り生育が促進した。７月後半と８月の降雨で単収は良好となる見込み。 

GIWA(西オーストラリア州穀物団体)(2022.９.９)によれば、2022/23 年度の WA 州の生産量は 10.8

百万トン（前月 10.3 百万トン、前年度 12.9 百万トン）の見込み。また、2022/23 年度は、資材価格の

高騰で作付面積が減少すると予想されている。 

【貿易情報・その他】USDA によれば、2022/23 年度の輸出量は前月予測からの変更はなく、25.0 百

万トンの見込み。前年度(27.5 百万トン)に比べ 9.1％減少するものの、前年度に次ぐ史上２番目の輸

出量となる。ABARES によれば、2018/19 年度～2020/21 年度の干ばつ後、十分な輸出余力、価格競

争力と中国、インドネシア、フィリピン、ベトナム等の需要増から豪州産小麦は輸出市場を拡大した。 

豪州統計局によれば、2022 年７月の輸出量は 2.6 百万トンと、前月(2.8 百万トン)に比べ減少。輸

出先国シェアは 26.6％で中国が第１位。また、2022 年１月から７月までの輸出量は 18.1 百万トン。

輸出先国は、中国(22.0％)、インドネシア (12.5％)、フィリピン(11.0％)、ベトナム(10.9％)の順。 

豪州は、輸出量計の約 56％をこれらのアジア諸国に輸出しているが、特に中国向けの輸出量が増加

している。 

なお、前年度の北米産小麦の減産やカナダ産菜種の不作により、豪州産穀物等への需要は高い。こ

のため、ウクライナからの黒海経由の輸出が再開されたこと等から緩和が期待されるものの、穀物等

輸出のサプライチェーンの状況や豪州産穀物等の作柄について引き続き注視が必要。 

 小麦－豪州  (冬小麦を主に栽培) (単位：百万トン）

前月予測

からの変更

対前年度

増減率(%)

生　産　量 31.9 36.4 33.0 (31.0) - ▲ 9.2 
消　費　量 8.0 8.5 8.6 (8.3) - 0.6 

  うち飼料用 4.5 5.0 5.0 (4.6) - - 
輸　出　量 23.9 27.5 25.0 (24.2) - ▲ 9.1 
輸　入　量 0.2 0.2 0.2 (0.4) - - 
期末在庫量 3.0 3.5 3.2 (3.3) 0.0 ▲ 10.0 
期末在庫率 9.3% 9.7% 9.4% (10.1%) 0.1 ▲ 0.3 

（参考）

収穫面積(百万ha) 12.64 13.04 13.10 (13.2) ▲ 0.10 0.5 
単収(t/ha) 2.52 2.79 2.52 (2.35) 0.02 ▲ 9.7 
資料：USDA 「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、
           「World Agricultural Production」(12 September 2022)
      IGC  「Grain Market Report」(18 August 2022)

予測値､（　）はIGC
年　度 2020/21

2021/22
(見込み)

2022/23(22年10年～23年9月）

図 豪州産小麦の生産量の推移(生産上位 3 州及び全州計) 
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資料：ABBRES｢Australian crop report｣(2022.9.6)をもとに農林水産省で作

国名　 輸出量(万トン) シェア(%) 国名 累積輸出量(万トン) シェア(%)

中国 69.3 26.6 中国 396.9 22.0

ベトナム 38.5 14.8 インドネシア 226.1 12.5

インドネシア 38.0 14.6 フィリピン 199.3 11.0

フィリピン 30.9 11.9 ベトナム 196.8 10.9

韓国 17.2 6.6 韓国 118.8 6.6

その他 66.5 25.5 その他 669.6 37.0

合計 260.4 100.0 合計 1,807.5 100.0

2022年7月 2022年１月～7月

資料:豪州統計局のデータをもとに農林水産省にて作成 

表 豪州産小麦の輸出先国別輸出量  
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＜ ＥＵ２７＋英国 ＞とうもろこし等の代替で、小麦の飼料用需要が上方修正 

【生育・生産状況】欧州委員会(2022.8.25)によれば、EU27 の 2022/23 年度の生産量は、前月予測に

比べ 2.1 百万トン上方修正され、前年度に比べ 3.5％減少の 134.2 百万トンの見込み。 

そのうち、普通小麦の生産量は、ハンガリー等で下方修正されたものの、フランス、ポーランド等

で上方修正されたことから、前月予測に比べ 2.1 百万トン上方修正の 127.0 百万トン。デュラム小麦

は、フランス等でわずかに上方修正されたことから、前月予測からわずかに上方修正の 7.2 百万トン。 

また、USDA によれば、EU27 の生産量は、前月予測からの変更はなく前年度に比べ 4.5％減少の

132.1 百万トン、英国の生産量は前月予測からの変更はなく前年度に比べ 4.4%増加の 14.6 百万トン。 

 なお、７月、８月のスペイン、フランス、イタリア等での高温・乾燥状態により、とうもろこしの

生産量が大幅に下方修正されたものの、収穫期を迎えた小麦への被害は限定的であったと見られる。

また、この高温の影響で平年より早く生育・収穫が進み、フランスを始めヨーロッパの多くの国で収

穫が終了した。 

ドイツ連邦食料・農業省によれば、８月24日時点のサンプル調査の結果、タンパク質含有量は11.8％

と前年度(12.7％)を下回っているものの、容積重は 78.8 キログラム/ヘクトリットルで前年度(76.5

キログラム/ヘクトリットル)を上回った。また、８月 23 日時点のフランス産普通小麦の格付けは、

サンプル調査の結果、A１:12％(５年平均 38％) A２:42％(同 29％) A３:29％(同 29％) A４:17％

(同４％)と、５年平均に比べると最下位格付けの A４の比率が高くなっている。 

【貿易情報・その他】USDA によれば、2022/23 年度の EU27 の消費量は、高温・乾燥状態により

とうもろこし価格が上昇しており、相対的に安価となった小麦の飼料用需要が前月予測に比べ 1.0

百万トン上方修正され 51.6 百万トンの見込み。また、輸出量は、前月予測からの変更はなく、33.5

百万トンと７月に高温乾燥の影響を受けたものの、前年度に比べ 5.0％増加する見込み。なお、小麦

の国内の飼料用需要の増加からこれまでの堅調な輸出ペースが低下する可能性もある。 

欧州委員会によれば、2021/22 年度(2021 年 7 月~2022 年 6 月)の輸出量は、普通小麦が 28.1 百万

トン(過去５年平均 24.2 百万トン)、デュラム小麦が 1.1 百万トン(同 1.1 百万トン)。輸出先国は、普

通小麦がアルジェリア(18.5％)、エジプト(10.0％)、デュラム小麦がチュニジア(43.0％)、アルジェリ

ア(14.8％)の順であり、ともにアフリカ諸国が中心となっている。 

  

 

 

 

 

 

 

小麦－ＥＵ27＋英国 (冬小麦を主に栽培)  (単位：百万トン）

前月予測

からの変更

対前年度

増減率(%)

生　産　量 136.4 152.3 146.7 (146.6) - ▲ 3.7 
消　費　量 118.2 123.7 123.6 (121.1) 1.0 ▲ 0.0 

  うち飼料用 48.5 52.4 51.6 (48.1) 1.0 ▲ 1.5 
輸　出　量 30.2 32.7 34.5 (6.9) - 5.4 
輸　入　量 8.6 7.2 7.5 (38.2) - 3.6 
期末在庫量 12.1 15.2 11.3 (12.7) ▲ 0.6 ▲ 25.6 
期末在庫率 8.2% 9.7% 7.2% (9.9%) ▲ 0.1 ▲ 2.6 

（参考）

収穫面積(百万ha) 22.97 25.64 25.80 (25.64) 0.01 0.6 
単収(t/ha) 5.94 5.94 5.69 (5.72) - ▲ 4.3 
資料：USDA 「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、
           「World Agricultural Production」(12 September 2022)
      IGC  「Grain Market Report」(18 August 2022)
        表内及び（）内のデータはEU27ヶ国+英国のデータ

年　度 2020/21
2022/23(22年7月～23年6月）

予測値､（　）はIGC

2021/22
(見込み)

図 EU27 産小麦生産量(普通小麦、デュラム小麦)の推移 

(普通小麦) (デュラム小麦) 

EC(欧州委員会)｢Cereals Production Area and Yield｣(2022.8.25)をもとに農林水産省で作成。 

EC(欧州委員会)｢Cereals exports and imports｣(2022.8.31)をもとに農林水産省で作成。 

表 EU27 の普通小麦、デュラム小麦の輸出先国別輸出量 

(普通小麦) (デュラム小麦)

国名 輸出量 シェア 国名 輸出量 シェア 国名 輸出量 シェア 国名 輸出量 シェア

アルジェリア 52.7 22.2 アルジェリア 521.3 18.5 チュニジア 1.6 43.2 チュニジア 45.5 43.0

モロッコ 37.1 15.7 エジプト 280.4 10.0 コートジボワール 0.5 13.5 アルジェリア 15.6 14.8

ナイジェリア 31.6 13.3 ナイジェリア 228.2 8.1 スイス 0.4 10.8 コートジボワール 8.0 7.6

パキスタン 16.8 7.1 中国 221.5 7.9 サウジアラビア 0.3 8.1 トルコ 6.5 6.1

カメルーン 8.1 3.4 モロッコ 211.6 7.5 セネガル 0.2 5.4 スイス 4.5 4.3

イラン 6.9 2.9 ヨルダン 87.3 3.1 米国 0.1 2.7 モロッコ 4.2 4.0

その他 83.7 35.3 その他 1,261.7 44.9 その他 0.6 16.2 その他 21.4 20.2

計 236.9 100 計 2,812.0 100.0 計 3.7 100.0 計 105.7 100.0

※2021/22年度は2021年７月～2022年６月。

2022年6月 2021/22年度(※) 2022年6月 2021/22年度(※) 

(万トン、％)
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＜ 中国 ＞ ７月の小麦輸入先国は豪州が 99.7％を占めた 

【生育・生産状況】中国糧油情報センター(2022.9.5)によれば、2022/23 年度の生産量は、前月予測か

らの変更はなく、前年度に比べ 1.1％増加の 138.4 百万トンの見込み。作期別には、冬小麦、春小麦と

も前月予測からの変更はなく、生産量はそれぞれ 131.9 百万トン(対前年度 0.4％増)、6.5 百万トン(同

17.7％増)の見込み。  

中国中央気象台 (2022.9.5)によれば、冬小麦は、中国全土で収穫が終了しており、冬小麦の品質は、

容積重等で分類された中国国家標準の１～２級に格付けされた割合が大幅に増加している模様で、前

年度に比べ良好と見られる。また、春小麦は、内モンゴルの一部等で成熟期であるものの、ほぼ収穫

が終了している。 

【貿易情報・その他】中国糧油情報センターによれば、輸入量は前月からの変更はなく、前年度(9.6

百万トン)から 18.4％減少の 7.8 百万トンの見込み。 

中国海関統計によれば、2022 年７月の輸入量は、前年度同期(88.2 万トン)を 12.4％下回る 77.3 万

トンで、輸入先国は豪州が 99.7％を占めている。また、2022 年１月～７月の輸入量は、前年度同期

(622.6 万トン)を 8.8％下回る 568.0 万トンで、輸入先国は、豪州、フランス、カナダが 99.7％を占め

た。また、前年度豪州産とほぼ同量の輸入があった米国産の輸入実績はほぼない。 

現地情報会社によれば、中国で生産される小麦のほとんどが普通小麦のため、パン等の原材料とな

る高品質小麦の一部を輸入に依存している。なお、USDA によれば、中国の小麦輸入量は、2020/21

年度に 10.6 百万(前年度 5.4 百万トン)に達し、その後２年間は 9.0 百万トン台で推移している。 

現地情報会社によれば、輸入量の増加の要因は、アフリカ豚熱の影響を受けた畜産業の急速な回復

による飼料需要増から、輸入量を増加させたと見られている。 

また、期末在庫量は前月予測からの変更はなく、史上最高に近い 144.4 百万トンと、ほぼ年間の需

要量に相当する量であるとともに、世界の 53.8％を占めると見込まれる。 

農業農村部「農産品供需形勢分析月報 2022 年７月号」によれば、７月は、国内市場において、新穀

小麦が集中的に市場に出回り、供給は十分である一方、小麦粉は不需要期にあり、かつ国際小麦価格

が大幅に低下したため、国内小麦価格は低下した。今後の国内小麦価格は、新穀小麦の十分な供給で、

国内小麦需給は余裕があるため、高止まりしながら小幅に上下すると見られる。 

 小麦－中国（冬小麦を主に栽培） 
(単位：百万トン）

前月予測

からの変更

対前年度

増減率(%)

生　産　量 134.3 137.0 138.0 (138.0) - 0.8 
消　費　量 150.0 148.0 144.0 (141.1) - ▲ 2.7 

  うち飼料用 40.0 35.0 30.0 (26.5) - ▲ 14.3 
輸　出　量 0.8 0.9 0.9 (1.1) - 2.3 
輸　入　量 10.6 9.6 9.5 (8.4) - ▲ 0.7 
期末在庫量 144.1 141.8 144.4 (137.5) - 1.8 
期末在庫率 95.6% 95.2% 99.6% (96.7%) - 4.4 

（参考）

収穫面積(百万ha) 23.38 23.57 23.60 (23.6) - 0.1 
単収(t/ha) 5.74 5.81 5.85 (5.84) - 0.7 
資料：USDA 「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、
           「World Agricultural Production」(12 September 2022)
      IGC  「Grain Market Report」(18 August 2022)

年　度 2020/21
2021/22
(見込み) 予測値､（　）はIGC

2022/23(22年7月～23年6月）

10.6

9.5

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

2010/2011 2012/2013 2014/2015 2016/2017 2018/2019 2020/2021 2022/2023

(百万トン)

資料：中国海関統計(2022.8.20)をもとに農林水産省で作成資料 

表 中国の小麦輸入量及び輸入先国 

図 中国の小麦輸入量の推移 

資料:USDA｢PS&D｣(2022.9.12)のデータをもとに農林水産省で作成 

国　名 輸入量 シェア 国　名 輸入量 シェア 国　名 輸入量 シェア

豪州 77.0 99.7 豪州 375.5 66.1 豪州 273.4 28.1

カザフスタン 0.1 0.2 フランス 144.5 25.5 米国 272.6 28.1

カナダ 0.1 0.2 カナダ 46.1 8.1 カナダ 254.0 26.1

- - - カザフスタン 1.7 0.3 フランス 141.6 14.6

- - - ロシア 0.2 0.0 カザフスタン 18.7 1.9

- - - 米国 0.0 0.0 リトアニア 6.6 0.7

その他 - - その他 0.0 0.0 その他 2.9 0.3

計 77.3 100 計 568.0 100 計 971.8 100

　(輸出量:万トン、シェア％)

2022年7月 2022年１月～2022年7月 2021年１月～2021年12月
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＜ ロシア ＞ 生産量は前月から 3.0 百万トン上方修正され史上最高の 91.0 百万トン 

【生育・生産状況】USDA によれば、2022/23 年度の生産量(クリミア地域分を含まず)は、史上最高

の単収から、前月予測から 3.0 百万トン上方修正され、91.0 百万トンと前年度に比べ 21.1％増加し、

史上最高となる見込み。ロシア・ヨーロッパ部北部の中央連邦管区、沿ボルガ連邦管区の単収は、例

年、南部の南連邦管区等に比べ低いものの、本年度は生育早期の良好な生育条件から高水準である。  

作期別の生産量は、冬小麦は単収の引き上げから、前月予測に比べ 3.0 百万トン上方修正され 68.0

百万トン、春小麦は前月予測からの変更はなく 23.0 百万トンの見込み。前年度に比べ、冬小麦は冬

期の枯死も少なく生育状況が良好であったため 30.3％増加、春小麦は 0.2％増加した。  

９月現在、冬小麦の収穫はほぼ終了し、春小麦の収穫が開始された。 

ロシア農業省の速報値によれば、９月２日時点で、収穫済み面積は 22.2 百万ヘクタール、収穫進

捗率は 75.4％となり、重量調整前の収穫量は 88.2 百万トン(前年度同時期 32.9％増)である。 

また、2023/24 年度の冬穀物の作付が開始され、９月９日時点の作付済み面積は、対前年度同期

11.3％減の 13.0 百万ヘクタール。現地情報会社によれば、肥料価格の高騰から、生産者は肥料使用量

を減らすと見られる。 

【貿易情報・その他】USDA によれば、2022/23 年度の輸出量は、豊富な期首在庫に加え生産量が上

方修正されたものの、前月予測からの変更はなく前年度に比べ 27.3％増加の 42.0 百万トンの見込み。  

現地情報会社によれば、８月の輸出先国は、エジプト(22.4％)、イラン(12.7％)、トルコ(11.6％)の

順で、中東、アフリカ諸国向けが多い。 

USDA によれば、輸出関税の賦課や 2022 年 2 月 15 日から 6 月 30 日まで 800 トンの輸出枠の設

定など、2021 年度半ばから実施された輸出規制で 2023/23 年度のロシアの期首在庫は増加している。

一方、2022/23 年度の輸出量は増加し始めているものの、ウクライナ侵攻に伴う対ロシア制裁による

物流等の問題、さらに輸出関税賦課の継続から 2022/23 年度の輸出は緩やかな開始となっている。今

後、EU(小麦生産量の減少に加え、飼料用とうもろこしの代替として小麦を消費)や、ウクライナ(生

産量の減少に加え、輸出制約に直面)に代わり、ロシアの月々の輸出量は増加するとともに、ロシア

は、アルジェリア等の新規輸出先を開拓し輸出市場を広げると見られる。なお、ロシア穀物同盟によ

れば、ロシア産穀物の輸出制約は、輸出関税よりも、大型輸送船の不足等と見ている。 

 
小麦－ロシア(主産地の欧州部で冬小麦､シベリアで春小麦を栽培） 

図:ロシア産小麦の輸出先国、輸出量 
(輸出量:万トン、シェ ア:％)

国　名 輸出量 シェア 国　名 輸出量 シェア 国　名 輸出量 シェア

エジプト 79.9 22.4 エジプト 99.8 17.7 トルコ 641.5 19.7

イラン 45.2 12.7 イラン 87.0 15.4 イラン 626.6 19.2

トルコ 41.3 11.6 トルコ 81.1 14.4 エジプト 501.3 15.4

サウジアラビア 25.2 7.1 サウジアラビア 45.2 8.0 カザフスタン 217.3 6.7

カザフスタン 23.6 6.6 カザフスタン 42.2 7.5 アゼルバイジャン 95.4 2.9

イスラエル 19.1 5.4 イスラエル 28.1 5.0 サウジアラビア 90.4 2.8

パキスタン 12.2 3.4 リビア 20.2 3.6 ナイジェリア 75.5 2.3

その他 109.8 30.8 その他 161.0 28.5 その他 1,015.8 31.1

計 356.3 100.0 計 564.6 100.0 計 3,263.8 100.0

 資料：現地情報会社のデータをもとに農林水産省で作成 

2022/23年度
(2022年8月)

2022/23年度
(2022年7月～2022年8月)

2021/22年度
(2021年7月～2022年６月)

図:ロシア産小麦の月別輸出量の推移 
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(万トン)

(単位：百万トン）

前月予測

からの変更

対前年度

増減率(%)

生　産　量 85.4 75.2 91.0 (87.6) 3.0 21.1 
消　費　量 42.5 42.8 45.0 (45.1) 1.0 5.3 

  うち飼料用 19.0 19.5 21.0 (20.0) 1.0 7.7 
輸　出　量 39.1 33.0 42.0 (36.6) - 27.3 

輸　入　量 0.4 0.3 0.3 (0.2) - - 

期末在庫量 11.4 11.1 15.4 (17.3) 1.0 38.8 
期末在庫率 13.9% 14.6% 17.7% (21.2%) 1.0 3.0 

（参考）

収穫面積(百万ha) 28.68 27.63 28.70 (   -) - 3.9 
単収(t/ha) 2.98 2.72 3.17 (   -) 0.10 16.5 
資料：USDA 「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、
           「World Agricultural Production」(12 September 2022)
      IGC  「Grain Market Report」(18 August 2022)

年　度 2020/21
2022/23(22年7月～23年6月）2021/22

(見込み) 予測値､（　）はIGC
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＜ウクライナ＞ 生産量は前月予測から1.0百万トン上方修正の20.5百万トン 

【生育・生産状況】USDAによれば、2022/23年度の生産量(クリミア地域分を含む)は、収穫がほぼ

終了した結果、ウクライナ北部から中部にかけての森林及び森林ステップ地帯(右図)の単収が高いこ

とから、前月予測から1.0百万トン上方修正され、20.5百万トンの見込み。 

ロシアの侵攻により、前年度に比べ、収穫面積と単収が減少し、生産量は史上最高だった前年度

(33.0百万トン)に比べ37.9%減少、過去５年平均に比べ26.6％減少する見込み。 

ウクライナ農業政策食料省によれば、冬小麦、春小麦とも収穫はおおむね終了し、９月23日時点

で、2022/23年度の小麦全体の収穫面積は4.70百万ヘクタール、収穫進捗率は99％で、収穫量は19.2

百万トン、単収は4.10トン/ヘクタールである。また、同省によれば、2023/24年度の冬小麦の播種が

開始されており、９月５日時点の播種面積は、播種予定面積の0.1％に相当する5.2千ヘクタール。播

種予定面積は、3.89百万ヘクタールと前年度(6.68百万ヘクタール)を41.9％下回る見込み。 

現地情報会社によれば、生産者にとっての最大の問題は、肥料価格、燃料価格、輸送価格の値上が

りによる生産コストの高騰で、来年度の生産に向け農産物の販売価格は採算ぎりぎりの状態である。 

【貿易状況・その他】USDAによれば、2022/23年度の輸出量は、前月予測からの変更はなく、前年度

に比べ41.6％減少の11.0百万トンの見込み。 

 ウクライナ農業政策食料省によれば、８月の穀物等の輸出総量は前月比で66％増加し、450万トン

となった。このうち、同月の小麦輸出量は、全輸送量の19.3％の90.0万トンと、７月の41.2万トンか

ら増加したものの、前年度同月期(363.6万トン)、過去４年平均(318.5万トン)をそれぞれ88.7％、87.1％

下回っている。なお、ロシアによるウクライナ侵攻で大幅に輸出は制限されていたものの、その後の

鉄道路線や河川港の改修・再稼働、新輸出ルート開設、８月からの下記４者会議による黒海主要港湾

の再稼働に伴う輸出能力の回復で輸出量は増加している。 

なお、７月22日、国連、ウクライナ、ロシア、トルコがウクライナ産穀物の黒海からの輸出再開に

関する協定に署名。この４者合意を受けて、８月１日に黒海からの輸出が再開された。黒海穀物イニ

シアチブ｢国連共同調整センター｣(2022.9.15) によれば、９月15日現在、合意に基づく輸出量は325.9

万トンで、そのうち小麦の輸出量は82.3万トンと全体の25.3％を占めている。輸出先国は、トルコ

(27.9％)、スペイン(17.7％)、エジプト(10.9％)、スーダン(7.9％)の順。 

 小麦－ウクライナ （主に冬小麦を栽培） 

図 ウクライナ産小麦の月別輸出量の推移 

資料：ウクライナ農業政策食糧省、現地情報会社のデータをもとに農林水産省で作成
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図:ウクライナの森林地帯及び森林ステップ地帯 

 森林地帯：混交林と低湿地に分けられ、部分的に酸性で栽培に向かない土壌もある。降水量はは多く十分

な施肥により、穀物や飼料作物の栽培が可能。 
森林ステップ地帯：ほぼ全域が農業利用されている。肥沃な黒土（チェルノーゼム）、適度な降水量と気温

が作物の栽培に適している。小麦や大麦、トウモロコシなどの商品作物の生産が大半を占める。 

(単位：百万トン）

前月予測

からの変更

対前年度

増減率(%)

生　産　量 25.4 33.0 20.5 (19.4) 1.0 ▲ 37.9 
消　費　量 8.7 10.0 10.7 (7.8) 0.5 7.0 

  うち飼料用 2.6 4.0 5.5 (2.6) 0.5 37.5 
輸　出　量 16.9 18.8 11.0 (13.0) - ▲ 41.6 

輸　入　量 0.1 0.1 0.1 (0.1) - ▲ 28.6 

期末在庫量 1.5 5.8 4.7 (5.9) 0.5 ▲ 18.9 
期末在庫率 5.9% 20.1% 21.7% (28.2%) 1.7 1.6 

（参考）

収穫面積(百万ha) 6.85 7.41 5.25 (   -) - ▲ 29.1 
単収(t/ha) 3.71 4.45 3.90 (   -) 0.19 ▲ 12.4 
資料：USDA 「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、
           「World Agricultural Production」(12 September 2022)
      IGC  「Grain Market Report」(18 August 2022)

年　度 2020/21
2021/22
(見込み)

2022/23(22年7月～23年6月）

予測値､（　）はIGC
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２ とうもろこし 

（１）国際的なとうもろこし需給の概要（詳細は右表を参照） 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

〇 2022/23 年度 世界のとうもろこしの輸入量(178.3 百万トン) (単位：％)  

〇 2022/23 年度 世界のとうもろこしの生産量(1,172.6 百万トン)(単位：％)  

〇 2022/23 年度 世界のとうもろこしの輸出量(183.6 百万トン) (単位：％) 

＜米国農務省（USDA）の見通し＞  2022/23 年度  

生産量    前年度比    前月比  

・中国、ウクライナ等で上方修正も、米国、EU 等で下方修正され、前月から

下方修正された。 

消費量    前年度比    前月比  

・ウクライナ等で上方修正も、米国等で下方修正され、前月から下方修正され

た。 

輸出量    前年度比   前月比  

・ウクライナで上方修正も、米国で下方修正され、前月から下方修正された。 

期末在庫量  前年度比    前月比  

資料：USDA「PS&D」(2022.9.12)をもとに農林水産省にて作成 

◎世界のとうもろこし需給
(単位：百万トン）

予測値
前月予測から

の変更
対前年度
増減率(%)

生　産　量 1,129.3 1,219.8 1,172.6 ▲ 7.0 ▲ 3.9
消　費　量 1,144.0 1,200.4 1,180.2 ▲ 4.6 ▲ 1.7
　うち飼料用 724.1 746.9 743.1 ▲ 3.0 ▲ 0.5
輸　出　量 182.6 203.3 183.6 ▲ 2.0 ▲ 9.7
輸　入　量 185.2 181.8 178.3 ▲ 1.5 ▲ 2.0
期末在庫量 292.8 312.1 304.5 ▲ 2.2 ▲ 2.4
期末在庫率 25.6% 26.0% 25.8% ▲ 0.1 ▲ 0.2

資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」(12 September 2022)

2021/22
(見込み)

2022/23
年　度 2020/21
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（２）国別のとうもろこしの需給動向 

＜ 米国 ＞ 生産量は収穫面積・単収減少により減産、輸出減の見通し 

【生育・生産状況】USDA によれば、2022/23 年度の生産量は、コーンベルト西部における

夏の広範囲の高温・乾燥による収穫面積及び単収の下方修正によって前月予測から 10.5 百

万トン下方修正され、前年度より 7.7％減の 354.2 百万トンの見込み。収穫面積は、2015/16

年度以来の低水準の見込み。 

USDA「Crop Progress」（2022.9.19）によれば、主要 18 州におけるデント（穀粒に窪み

ができる段階）進捗率は 87％と前年度同期（92％）及び過去５年平均（88％）より遅れてい

る。成熟進捗率は 40％と前年度同期（54％）及び過去５年平均（45％）より遅れている。収

穫進捗率は７％と前年度同期（９％）及び過去５年平均（８％）より遅れている。作柄評価

は、良からやや良が 52％と前年度同期（59％）を下回っている。 

【需要状況】USDA によれば、2022/23 年度の消費量は、前月予測から 3.8 百万トン下方修

正され、前年度より 3.0％減の 304.8 百万トンの見込み。生産量の減少による国内価格の上昇

等から飼料用需要の下方修正に加え、エタノール用需要も下方修正されたことが要因。 

【貿易情報・その他】USDA によれば、2022/23 年度の輸出量は、生産量の下方修

正に伴い、穀物の豊作が見込まれるカナダ向け輸出を中心に前月予測から 2.5 百万

トン下方修正され、前年度より 8.1％減の 57.8 百万トンの見込み。 

USDA によれば、2022 年輸出検証高(2022 年 1 月６日～９月１日)は、41.9

百万トンであり、内訳は中国（12.3 百万トン）、メキシコ（10.4 百万トン）、

日本（7.9 百万トン）、コロンビア（2.7 百万トン）の順である。 

USDA によれば、2022/23 年度の期末在庫量は、生産量の下方修正により

前月予測から 4.3 百万トン下方修正され、前年度より 20.1％減の 31.0 百万ト

ンで 2012/13 年度以降最低の見込み。期末在庫率は 8.5％で、前年度より低下

し、引き続き低水準の見込み。 

 

 

とうもろこし－米国 

図：米国、ブラジル、アルゼンチンのとうもろこし輸出価格（FOB）の推移 

(単位：百万トン）

予測値
前月予測から

の変更
対前年度
増減率(%)

生　産　量 358.5 383.9 354.2 ▲ 10.5 ▲ 7.7 
消　費　量 306.7 314.3 304.8 ▲ 3.8 ▲ 3.0 

  うち飼料用 142.3 142.3 132.7 ▲ 2.5 ▲ 6.7 
  　ｴﾀﾉｰﾙ用等 127.8 135.4 135.3 ▲ 1.3 ▲ 0.1 
輸　出　量 69.8 62.9 57.8 ▲ 2.5 ▲ 8.1 
輸　入　量 0.6 0.6 0.6 - - 
期末在庫量 31.4 38.7 31.0 ▲ 4.3 ▲ 20.1 
期末在庫率 8.3% 10.3% 8.5% ▲ 1.0 ▲ 1.7 

（参考）

収穫面積(百万ha) 33.31 34.56 32.72 ▲ 0.40 ▲ 5.3 
単収(t/ha) 10.76 11.11 10.83 ▲ 0.18 ▲ 2.5 
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、

          「World Agricultural Production」(12 September 2022）

2020/21年　度
2021/22
(見込み)

2022/23（22年9月～23年8月）
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資料：IGCのデータをもとに農林水産省にて作成

米国の順調な生育・収穫進捗、南米

の生育に良好な天候等から下落

南米の高温・乾燥による減

産懸念、米国内のエタノール

需要等から上昇

ウクライナ情勢の緊迫、

南米の高温・乾燥による減

産懸念等から急上昇

米国主産地の作付け進捗

の改善等から下落

南米の冬とうもろこしの

豊作等から下落 ブラジル産の輸出

需要好調から上昇

米国の減産懸念等

から上昇
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 ＜ ブラジル ＞ 2021/22 年度、生産量史上最高、輸出増の見通し                             

【生育・生産状況】USDA によれば、本年９月に作付けが開始された 2022/23 年度の生

産量は、前月予測からの変更はなく、収穫面積及び単収の増加により、前年度より 8.6％

増の 126.0 百万トンで史上最高の見込み。 

なお、ブラジル食料供給公社（CONAB）月例報告（2022.9.8）によれば、2021/22 年度

の収穫が終了した夏とうもろこしの生産量は、2020/21 年度比 1.0％増の 25.0 百万トンの

見込み。 

一方、収穫終盤を迎えた冬とうもろこしの生産量は、生育期にマット・グロッソ州など中

西部の主産地では乾燥が続いたものの、パラナ州など南部産地ではおおむね良好な天候に

恵まれ、大幅な増産となり、干ばつ・霜害で減産となった 2020/21 年度に比べ 41.6％増の

88.3 百万トンの見込み。 

2021/22 年度の夏作・冬作の合計では 2020/21 年度比 30.1％増の 113.3 百万トンで史上

最高の見込み。(P.23 大豆－ブラジルのクロップカレンダー参照)。 

南部のパラナ州で９月 12 日現在、2021/22 年度の冬とうもろこしの収穫率は 97％と収穫終盤とな

っている。同州の 2022/23 年度の夏とうもろこしの作付進捗率は 32％と前年度同期（28％）よ

り進んでいる。南部のリオ・グランデ・ド・スール州で９月 15 日現在、夏とうもろこしの作付

進捗率は 35％と前年度同期（32％）より進んでいる。 

【需要状況】USDA によれば、2022/23 年度の消費量は、前月予測からの変更はなく、飼料用消

費の増加に伴い、前年度より 5.5％増の 77.0 百万トンと史上最高の見込み。 

【貿易情報・その他】USDA によれば、2022/23 年度の輸出量は、前月予測からの変更はなく、

生産量の増加に伴い、前年度より 5.6％増の 47.0 百万トンと史上最高の見込み。 

 ブラジル貿易統計によれば、2022 年１～８月の輸出量は 17.9 百万トンで、前年同期（10.0 百

万トン）と比べ 1.8 倍となっている。内訳は、1 位がイラン 3.8 百万トン、２位がエジプト 2.4

百万トン、３位がスペイン 2.0 百万トン。ロシアのウクライナ侵攻により、ウクライナ産の輸出

が影響を受けており、代替としてブラジル産の中東・EU 向け輸出が大幅に増加した。 

とうもろこし－ブラジル 

(大豆収穫後に栽培する冬とうもろこしが3/4を占め、夏とうもろこしは1/4) 

図：ブラジルの穀物・油糧種子生産量の推移 
（とうもろこし・大豆で生産の約９割を占める） 
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資料：CONAB（2022.9.8)データをもとに農林水産省にて作成。

(単位：百万トン）

前月予測
からの変更

対前年度
増減率(%)

生　産　量 87.0 116.0 126.0 (123.1) - 8.6 
消　費　量 70.0 73.0 77.0 (78.7) - 5.5 

  うち飼料用 59.5 62.0 65.5 (56.5) - 5.6 
輸　出　量 21.0 44.5 47.0 (43.6) - 5.6 

輸　入　量 2.9 2.0 1.3 (0.5) - ▲ 35.0 

期末在庫量 4.2 4.7 8.0 (7.6) - 71.0 
期末在庫率 4.6% 4.0% 6.4% (6.2%) - 2.5 

（参考）

収穫面積(百万ha) 19.90 21.80 22.70 (21.80) - 4.1 
単収(t/ha) 4.37 5.32 5.55 (5.65) - 4.3 
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、
          「World Agricultural Production」(12 September 2022）
      IGC 「Grain Market Report」(18 August 2022)

年　度 2020/21
2022/23（23年3月～24年2月）

予測値､(　）はIGC

2021/22
(見込み)
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＜ アルゼンチン ＞ 2021/22 年度、生産量史上最高、輸出税は継続 

【生育・生産状況】USDA によれば、本年９月に作付けが開始された 2022/23 年度の

生産量は、前月予測からの変更はなく、単収の増加により、前年度より 3.8％増の 55.0

百万トンで史上最高の見込み。 

ブエノスアイレス穀物取引所週報（2022.9.22）によれば、2022/23 年度の作付進捗

率は３％で、前年度同期（９％）より６ポイント遅れている。エントレリオス州、サン

タフェ州を中心に作付け中。しかし、多くの産地で表層の土壌水分不足により作付作業

が遅れている。 

【需要状況】USDA によれば、2022/23 年度の消費量は、前月予測からの変更はなく、

飼料用消費の増加に伴い、前年度より 2.2％増の 14.0 百万トンと史上最高の見込み。 

【貿易情報・その他】USDA によれば、2022/23 年度の輸出量は、前月予測からの変更

はなく、生産量の増加に伴い、前年度より 5.1％増の 41.0 百万トンと史上最高の見込み。 

アルゼンチン国家統計局によれば、2022 年１～７月の輸出量は 23.6 百万トンで、前

年同期（22.4 百万トン）より 5.0％増。内訳は、1 位がベトナム 3.2 百万トン、2 位が韓

国 2.7 百万トン、3 位がエジプト 2.1 百万トン。 

アルゼンチン政府は、財政赤字の補填等のため、2019 年 12 月 14 日、輸出税を約７％から

12％へ引き上げ、その後継続している。 

2021 年 12 月 17 日、アルゼンチン農牧漁業大臣がとうもろこしと小麦の輸出に関し、輸出

上限数量を設定することを表明。９月中旬現在、とうもろこしの輸出上限数量は 2020/21 年

度 4,160 万トン、2021/22 年度 3,600 万トンと設定されている。 

 

 

 

 

 

 

 

とうもろこし－アルゼンチン 

(単位：百万トン）

前月予測
からの変更

対前年度
増減率(%)

生　産　量 52.0 53.0 55.0 (60.6) - 3.8 
消　費　量 13.5 13.7 14.0 (20.7) - 2.2 

  うち飼料用 9.5 9.8 10.0 (15.8) - 2.0 
輸　出　量 40.9 39.0 41.0 (41.0) - 5.1 

輸　入　量 0.0 0.0 0.0 (0.0) - - 

期末在庫量 1.2 1.5 1.5 (2.5) - - 
期末在庫率 2.2% 2.8% 2.7% (4.1%) - ▲ 0.1 

（参考）

収穫面積(百万ha) 6.55 7.20 7.00 (8.00) - ▲ 2.8 
単収(t/ha) 7.94 7.36 7.86 (7.58) - 6.8 
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、
          「World Agricultural Production」(12 September 2022）
      IGC 「Grain Market Report」(18 August 2022)

2022/23（23年3月～24年2月）

予測値､(　）はIGC
年　度 2020/21

2021/22
(見込み)
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資料：USDA「PS&D」（2022.9.12）のデータをもとに農林水産省にて作成

図：世界のとうもろこし輸出国の輸出量の推移 
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＜ 中国 ＞ 生産量、消費量ともに史上最高、輸入量減少の見通し                                           

【生育・生産状況】USDA によれば、2022/23 年度の生産量は、主産地の黒竜江省等東北

地区及び華北平原で生育期を通じて良好な天候に恵まれたことから、単収の上方修正によ

り前月予測から 3.0 百万トン上方修正され、前年度より 0.5％増の 274.0 百万トンで史上最

高の見込み。なお、政府補助金による大豆生産奨励策により作付けが大豆にシフトし、収穫

面積は減少する見込み。 

中国中央気象台（2022.9.5）によれば、東北地区の春とうもろこしは８月に適度な降雨が

あり、土壌水分が補充され、乳熟に有利となった。９月上旬現在、シルキング期から乳熟期

にある。一方、河南省等の夏とうもろこしの一部は、高温と干ばつがとうもろこしの開花と

受粉の時期と重なり、とうもろこしの受粉に不利だった。シルキング期から乳熟期にある。 

【需要状況】USDA によれば、2022/23 年度の消費量は、前月予測からの変更はなく、旺盛

な飼料用消費から前年度より 1.4％増の 295.0 百万トンと史上最高の見込み。 

【貿易情報・その他】USDA によれば、2022/23 年度の輸入量は、前月予測からの変更はなく、

主要な輸入先であるウクライナの輸出減少に伴い、前年度より 21.7％減の 18.0 百万トンの見込

み。 

中国の貿易統計によれば、2022 年１～７月の輸入量は 15.1 百万トンで、前年同期比で 16.7％

減。内訳は、米国産 9.9 百万トン（66％）、ウクライナ産 4.9 百万トン（32％）。５月以降、前

年同月に比べウクライナ産の輸入が大幅に減少している。（右図参照） 

農業農村部「農産品供需形勢分析月報 2022 年７月号」によると、７月の国内流通価格は、

2,800 元/トンと前月（2,880 元/トン）から下落した。主な要因は、７月に曇りや雨が多く、と

うもろこしの保管と輸送のコストが増加し、とうもろこしの売却に積極的で市場への供給が増

加した一方、とうもろこし加工製品の在庫が多く、段階的な供給過剰が発生したためである。

また、７月の輸入価格は、3,020 元/トンと前月（3,140 元/トン）から下落したものの、依然と

して国内価格を上回り内外価格差は大きい。他の穀物の代替輸入等も含め、今後の中国の輸入

動向に注視が必要。 

とうもろこし－中国 

図：中国におけるウクライナ、米国産とうもろこしの輸入状況 

(単位：百万トン）

前月予測
からの変更

対前年度
増減率(%)

生　産　量 260.7 272.6 274.0 (273.0) 3.0 0.5 
消　費　量 285.0 291.0 295.0 (305.2) - 1.4 

  うち飼料用 203.0 209.0 214.0 (203.0) - 2.4 
輸　出　量 0.0 0.0 0.0 (0.1) - - 

輸　入　量 29.5 23.0 18.0 (19.0) - ▲ 21.7 

期末在庫量 205.7 210.2 207.2 (175.0) 3.0 ▲ 1.4 
期末在庫率 72.2% 72.2% 70.2% (57.3%) 1.0 ▲ 2.0 

（参考）

収穫面積(百万ha) 41.26 43.32 43.00 (42.50) - ▲ 0.7 
単収(t/ha) 6.32 6.29 6.37 (6.42) 0.07 1.3 
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、
          「World Agricultural Production」(12 September 2022）
      IGC 「Grain Market Report」(18 August 2022)
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＜ ウクライナ ＞ 輸出再開で輸出量は上方修正も、前年度より半減                                           

【生育・生産状況】USDA によれば、2022/23 年度の生産量は、８月を通じて西部の生

産地で適度な降雨と高温の影響を受ける日が少なかったことなどから単収の上方修正に

より、前月予測から 1.5 百万トン上方修正された。しかし、ロシアによるウクライナ侵攻

の影響で、燃料や肥料等の生産資材不足もあり、史上最高の生産量となった前年度より

25.2％減の 31.5 百万トンの見込み。収穫は９月上旬から始まった。 

ウクライナ気象センターによれば、8 月は近年で最も温暖で、少なくとも月の前半は適

度な水分量を提供・保持した。生育状況は、８月末現在、乳熟期から完熟期となっている。

ウクライナ農業政策食料省によれば、９月 23 日時点で、収穫済面積は 9.2 万ヘクタール、

収穫進捗率は 0.5％。 

【需要状況】USDA によれば、2022/23 年度の消費量は、生産量の上方修正に伴い前月予

測から 1.0 百万トン上方修正され、前年度より 11.4％増の 12.7 百万トンの見込み。 

【貿易情報・その他】USDA によれば、2022/23 年度の輸出量は、国連、ウクライナ、ロシア、ト

ルコの４者合意による黒海の３港湾からの輸出再開を受け、前月予測から 0.5 百万トン上方修正さ

れたものの、前年度より 50.0％減の 13.0 百万トンの見込み。また、2021/22 年度の輸出量は、黒海

の３港湾からの輸出再開を受け、前月予測から 1.5 百万トン上方修正され、2020/21 年度より 9.0％

増の 26.0 百万トンの見込み。 

９月３日付けウクライナ農業政策食料省発表によれば、８月の輸出量は 185 万トンで、前月(110

万トン)に比べ 68％増加。 

黒海穀物イニシアチブ「国連共同調整センター」（2022.9.15）によれば、９月 15 日現在、輸出が

再開された８月１日以降、黒海港湾からのとうもろこし輸出量は 171 万トン、輸出先国は、トルコ、

スペイン、エジプト等である。 

また、2022/23 年度の期末在庫量は、前月予測から 0.7 百万トン下方修正され、前年度より２倍の

11.4 百万トンの見込みで、在庫が積み上がっている。 

 

とうもろこし－ウクライナ 

 

図：とうもろこしの生産量、輸出量、期末在庫量の推移 

(単位：百万トン）

前月予測
からの変更

対前年度
増減率(%)

生　産　量 30.3 42.1 31.5 (27.7) 1.5 ▲ 25.2 
消　費　量 7.1 11.4 12.7 (10.7) 1.0 11.4 

  うち飼料用 5.9 10.2 11.5 (5.5) 1.0 12.7 
輸　出　量 23.9 26.0 13.0 (15.5) 0.5 ▲ 50.0 

輸　入　量 0.0 0.0 0.0 (0.0) - ▲ 100.0 

期末在庫量 0.8 5.6 11.4 (8.4) ▲ 0.7 104.1 
期末在庫率 2.7% 14.9% 44.2% (32.2%) ▲ 5.6 29.3 

（参考）

収穫面積(百万ha) 5.40 5.49 4.50 (4.59) - ▲ 18.0 
単収(t/ha) 5.62 7.68 7.00 (6.04) 0.33 ▲ 8.9 
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、
          「World Agricultural Production」(12 September 2022）
      IGC 「Grain Market Report」(18 August 2022)
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資料：USDA「PS&D」（2022.9.12）をもとに農林水産省にて作成。
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３ コメ                                 

（１） 国際的なコメ需給の概要（詳細は右表を参照）                                           

（２）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜米国農務省（USDA）の見通し＞  2022/23 年度 

生産量    前年度比     前月比  

・中国、インド等で下方修正され、前月から下方修正された。 

消費量    前年度比     前月比  

・中国等で下方修正されたものの、インド、パキスタン等で上方修正され、

前月から上方修正された。史上最高の見込み。 

輸出量    前年度比     前月比  

・タイ、ベトナム等で上方修正されたものの、インド等で下方修正され、

前月から下方修正された。 

期末在庫量  前年度比     前月比  

資料：USDA「PS＆D」(2022.9.12)をもとに農林水産省にて作成 

◎世界のコメ需給 
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(単位：百万精米トン）

予測値
前月予測

からの変更
対前年度
増減率(%)

生　産　量 509.3 515.1 508.0 ▲ 4.5 ▲ 1.4

消　費　量 503.5 518.2 519.3 0.6 0.2

輸　出　量 50.9 54.8 53.6 ▲ 1.1 ▲ 2.1

輸　入　量 46.5 53.2 52.2 ▲ 1.0 ▲ 2.0

期末在庫量 188.0 184.9 173.6 ▲ 5.0 ▲ 6.1

期末在庫率 37.3% 35.7% 33.4% ▲ 1.0 ▲ 2.3
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」(12 September 2022)

年　度 2020/21
2021/22
(見込み)

2022/23

〇 2022/23年度　世界のコメの生産量(508.0百万トン) (単位：％) 

〇 2022/23年度　世界のコメの輸出量(53.6百万トン) (単位：％) 

〇 2022/23年度　世界のコメの輸入量(52.2百万トン)  (単位：％) 
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（２）国別のコメの需給動向 

＜ 米国 ＞ 生産量は収穫面積減少により 1993/94 年度以来の低水準に 

【生育・生産動向】USDA によれば、2022/23 年度の生産量は、収穫面積と単収の

下方修正により、前月予測から 0.4 百万トン下方修正され、対前年度比 14.0%減の

5.2 百万トンと、1993/94 年度以来の低水準の見込み。収穫面積は、対前年度比で約

13%減少し、1973/74 以来の低水準。このうちミシシッピ下流域（長粒種の主産地）

では、農業資材の高騰、大豆やとうもろこしの収益性の方が高いこと、年初の異常

気象による作付減少により、主産地のアーカンソー州等で収穫面積が減少する見通

し。また中・短粒種の国内生産の 75%を占めるカリフォルニア州では、厳しい干ば

つによる灌漑用水不足により、２年連続減少し 1958/59 年度以来の低水準の見込み。 

 同「Crop Progress」(2022.9.19)によると、主要 6 州における収穫進捗率は 45％

と、前年同期（49%）、過去５年平均（51%）を下回っている。作柄評価は、やや良

から良が 72%と、前年同期（76%）を下回っている。 

 【貿易情報・その他】USDA によれば、2022/23 年度の消費量は、生産量の下方修

正により前月予測から 0.1 百万トン下方修正され、対前年度比 6.9%減の 4.5 百万ト

ンの見込み。 

2022/23 年度の輸入量は、生産量の下方修正により、わずかに上方修正され、対前年

度比 16.7％増の 1.4 百万トンと史上最高の見込み。アジアからの香り米の輸入が顕著。 

2022/23 年度の輸出量は、生産量の減少と輸出価格高騰による輸出競争力の低下見

込みから、前月予測から 0.1 百万トン下方修正され、対前年度比 6.1％減の 2.5 百万

トンと、1991/92 年度以来の低水準の見込み。 

同「Rice Outlook」（2022.9.14）によれば、長粒種の価格は供給量の減少によりこ

こ数か月間上昇しており、９月６日までの週のイラク向け長粒種（２等、砕米４％混

入）は 720 ドル/トンと、2008 年 10 月以来の高値となった（P.20 の「長粒種の FOB

価格の推移」を参照）。また、中・短粒種の価格は、地中海向けカリフォルニア米（１

等、砕米４%混入）で 1,550 ドル /トンと、依然として過去最高となっている。 

コメ－米国 

主に長粒種はミシシッピ川沿いで栽培、中・短粒種のシェアは 1/4 

米国のコメ生産に占めるカリフォルニア州のシェアは約２割 

資料：USDA「PS＆D」(2022.9.12)をもとに農林水産省にて作成 

図：米国の生産量と収穫面積の推移 

(単位：百万精米トン）

前月予測
からの変更

対前年度
増減率(%)

生　産　量 7.2 6.1 ▲ 0.4 ▲ 14.0

消　費　量 4.9 4.8 ▲ 0.1 ▲ 6.9

輸　出　量 3.0 2.6 ▲ 0.1 ▲ 6.1

輸　入　量 1.1 1.2 0.0 16.7

期末在庫量 1.4 1.3 ▲ 0.2 ▲ 22.2

期末在庫率 17.8% 17.0% ▲ 2.2 ▲ 2.8

（参考）

収穫面積(百万ha) 1.21 1.01 ▲ 0.05 ▲ 12.9

単収(もみt/ha) 8.54 8.64 ▲ 0.05 ▲ 1.6
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、

          「World Agricultural Production」（12 September 2022)
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＜ インド ＞ 2022 年９月９日より輸出規制中（砕米（100%）輸出禁止等） 

【生育･生産動向】USDA によれば、2022/23 年度の生産量は、収穫面積と単収の下方修

正により、前月予測から 2.0 百万トン下方修正され、対前年度比 2.9％減の 126.5 百万ト

ンとなる見込み。2015/16 年度以来、増産が続いていたが、2022/23 年度は減産となる見

込み。ただ、依然として前年度に次ぐ史上第 2 位の水準。 

主産地のウッタル・プラデーシュ州等北東部では、９月中旬に降雨があったが、それ

までの降雨が不十分だったため、カリフ米の収穫面積が対前年度比で３％減少の見込み。 

インド農業農民福祉省（2022.9.16）によると、カリフ米作付済面積は、９月 16 日時

点で 39.90 百万ヘクタールと、前年同期（41.79 百万ヘクタール）に比べて 1.89 百万ヘ

クタール少ない状況となっている。 

【貿易情報・その他】USDA によれば、2021/22 年度の消費量は、政府の低所得世帯向

け食料配給プログラム等によるコメの供給量が予想以上に増加したことから、前月予測

から 1.1 百万トン上方修正され、対 2020/21 年度比 7.2％増の 109.5 百万トンと、史上

最高となった。 

2022/23 年度の消費量は、同プログラム等で引き続きコメを大量供給するとの予測から、前

月予測から 1.8 百万トン上方修正されたが、対前年度比 0.2％減の 109.3 百万トンの見込み。 

インド食品協会によると、2022 年 8 月の備蓄量（籾を含む）は 47.4 百万トンと、前年同

期（52.0 百万トン）を下回るが、過去５年平均（35.9 百万トン）を 11.5 百万トン上回る。 

USDA によれば、2022/23 年度の輸出量は、生産量の下方修正、国内需要の増大、９

月９日に発動された輸出規制（砕米（100%）の輸出禁止及びバスマティ米・パーボイル

ド米以外のコメへの輸出税課税（20%））により、前月予測から 2.0 百万トン下方修正さ

れ、対前年度比 6.1％減の 20.0 百万トンの見通し。ただし依然として、世界の輸出量の

4 割を占める見込み。 

同「Grain: World Markets and Trade」（2022.9.12）によれば、インド産米（砕米５％

混入）の９月６日までの価格は、355 ドル/トンと前月と変わらず、依然としてアジアの

主要輸出国の中で最も低い価格となっている（P.20 の「長粒種の FOB 価格の推移」を

参照）。本価格に輸出規制は反映されてないと見られる。 

雨季をカリフ､乾季をラビと呼ぶ。北部はカリフ･ラビ(小麦）の二

毛作､南部はカリフ･ラビの二期作。主にインディカを栽培 

コメ－インド 

資料：USDA「Grain: World Markets and Trade」(2022.9.12)に掲載の

Trade Data Monitor 社による。。 

図：インドのコメ輸出量の推移 

(単位：百万精米トン）

前月予測
からの変更

対前年度
増減率(%)

生　産　量 124.4 130.3 126.5 (128.3) ▲ 2.0 ▲ 2.9

消　費　量 101.1 109.5 109.3 (109.0) 1.8 ▲ 0.2

輸　出　量 20.2 21.3 20.0 (19.5) ▲ 2.0 ▲ 6.1

輸　入　量 0.0 0.0 0.0 (0.0) - -

期末在庫量 37.0 36.5 33.8 (36.3) ▲ 1.8 ▲ 7.5

期末在庫率 30.5% 27.9% 26.1% (28.2%) ▲ 1.3 ▲ 1.8

（参考）

収穫面積(百万ha) 45.77 47.00 45.50 (44.75) ▲ 0.50 ▲ 3.2

単収(もみt/ha) 4.08 4.16 4.17 (2.87) ▲ 0.02 0.2
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、

          「World Agricultural Production」（12 September 2022)

      IGC 「Grain Market Report」 (18 August 2022) （単収は精米t/ha）

年　度 2020/21
2021/22
(見込み)

2022/23（22年10月～23年９月）

予測値、()はIGC
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＜ 中国 ＞ 2022/23 年度の生産量は南部の高温・乾燥により減少の見込み 

【生育・生産動向】USDA によれば、2022/23 年度の生産量は、前月予測から 2.0 百

万トン下方修正され、対前年度比 1.3％減の 147.0 百万トンの見込み。７～８月に南

部で極度の高温・乾燥があり、長江下流域（四川省等）の広い範囲で土壌水分が極度

に不足したことから、出穂・開花期にある一期作稲や初期成育段階にある二期作晩稲

の単収が減少する恐れがある。主産地である長江南部、特に四川省、江西省、安徽省、

湖北省（これら四省で中国のコメ生産量の約４割を占める）で広く干ばつとなってい

る。他方、北東部で豪雨があり、一部で洪水等があったものの、生産見通しは良好と

見られる。 

【貿易情報・その他】USDA によれば、2022/23 年度の消費量は、前月予測から 0.5

百万トン下方修正され、対前年度比 0.2％減の 156.1 百万トンの見込み。 

2022/23 年度の輸入量は、インドのコメの輸出規制により、前月予測から 0.5 百万

トン下方修正され、対前年度比 7.6％減の 5.5 百万トンの見込み。 

中国海関統計によれば、2022 年１～７月の輸入量は、対前年同期の 2.8 百万トン

から約 44％増加し、4.1 百万トンとなった。輸入先はインドが 1.5 百万トンと最も多

く、次いでパキスタンが 1.0 百万トンとなっている。 

USDA によれば、中国は、とうもろこしなど飼料用穀物の価格高騰を背景に、飼料

用等として低価格の砕米をインド等からの輸入を増やしてきた。 

中国社会科学院農村発展研究所の研究員によれば、コメの供給には一定の余剰があ

ることや、年間輸入量は総需要量に比べて比較的少ない（約 500 万トン）こと等から、

インドのコメ輸出規制が中国に与える影響は非常に限定的である、としている。 

USDA によれば、2022/23 年度の期末在庫量は、生産量の下方修正により、前月予

測から 1.8 百万トン下方修正され、対前年度比 5.1％減の 107.2 百万トンとなる見込

み。なお、世界の期末在庫量のうち、中国が約６割を占める見通し。 

 

北部で一期作、南部で二期作。ジャポニカ(粳)米は東北地区、江蘇省等で栽培、

生産シェアは３割程度  

コメ－中国 

図： 中国のコメ、小麦、とうもろこし、大豆の輸入量の推移 

資料：USDA「PS＆D」(2022.9.12)をもとに農林水産省にて作成 

(単位：百万精米トン）

前月予測
からの変更

対前年度
増減率(%)

生　産　量 148.3 149.0 147.0 (149.0) ▲ 2.0 ▲ 1.3

消　費　量 150.3 156.3 156.1 (153.4) ▲ 0.5 ▲ 0.2

輸　出　量 2.2 2.1 2.2 (2.4) ▲ 0.2 4.8

輸　入　量 4.2 6.0 5.5 (5.0) ▲ 0.5 ▲ 7.6

期末在庫量 116.5 113.0 107.2 (105.6) ▲ 1.8 ▲ 5.1

期末在庫率 76.4% 71.3% 67.7% (67.8%) ▲ 0.8 ▲ 3.6

（参考）

収穫面積(百万ha) 30.08 29.92 30.00 (30.03) - 0.3

単収(もみt/ha) 7.04 7.11 7.00 (4.96) ▲ 0.10 ▲ 1.5
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、

          「World Agricultural Production」（12 September 2022)

      IGC 「Grain Market Report」 (18 August 2022) （単収は精米t/ha）

年　度 2020/21
2021/22
(見込み)

2022/23（22年７月～23年６月）

予測値、()はIGC
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＜ タイ ＞ インドの輸出規制等により 2021/22 年度の輸出量は増加見通し 

【生育・生産動向】USDA によれば、2022/23 年度の生産量は、前月予測からの変

更はなく、対前年度比 0.8％増の 19.8 百万トンの見込み。 

2021/22 年度の生産量は、前月予測からの変更はなく、生育期間における十分な

降雨により、対 2020/21 年度比 4.2％増の 19.7 百万トンの見込み。 

USDA「Weekly Weather and Crop Bulletin」（2022.9.20）によると、全土でモ

ンスーンによる降雨が続いており、雨季米の生育のための土壌水分量は平均以上と

なっている。また、乾季作に向けての灌漑用水の補給も過去３年で最も多い水準。

【貿易情報・その他】USDA によれば、イラクからの予想以上の輸入需要増大およ

びインドの輸出規制により、2022/23 年度の輸出量は、前月予測から 0.5 百万トン

上方修正され、対前年度比 6.7％増の 8.0 百万トンの見込み。インドに次ぐ世界第２

位のコメ輸出国となる見通し。

2021/22 年度の輸出量は、同様の理由から、前月予測から 0.3 百万トン上方修正

され、対 2020/2021 年度比 23.0％増の 7.5 百万トンの見込。タイ米輸出業協会名誉

会長によると、インドの輸出規制によりタイのコメの価格競争力が上がること等か

ら、2021/22 年度の輸出量は 8.0 百万トン超となる見通し。 

タイ米輸出業者協会によれば、2022 年１～７月の輸出量は、対前年同期の 2.7 百

万トンから約 54％増加し、4.1 百万トンとなった。輸出先はイラクが 0.8 百万トン

（対前年度比 6.3 倍）、米国が 0.4 百万トン（対前年度比 1.4 倍）、南アフリカが 0.4

百万トン（対前年度比 1.1 倍）、中国が 0.3 百万トン（対前年度比 1.7 倍）。 

USDA「Rice Outlook」（2022.9.14）によれば、９月６日までの週のタイ産米（長

粒、２等精米）の輸出価格は、バーツ高と新規需要により、８月９日までの週の価

格から 11 ドル上昇し、427 ドル/トンとなった（P.20 の「長粒種の FOB 価格の推

移」を参照）。

コメ－タイ

夏期の雨季作と冬期の乾季作で行われる。主にインディカ米を栽培

図：世界のコメの主要輸出国の輸出量の推移 

資料：USDA「PS＆D」(2022.9.12)をもとに農林水産省にて作成 

(単位：百万精米トン）

前月予測
からの変更

対前年度
増減率(%)

生　産　量 18.9 19.7 19.8 (20.0) - 0.8

消　費　量 12.7 12.8 13.0 (12.3) ▲ 0.1 1.6

輸　出　量 6.1 7.5 8.0 (8.0) 0.5 6.7

輸　入　量 0.2 0.2 0.2 (0.3) - -

期末在庫量 4.3 3.8 2.8 (6.7) ▲ 0.5 ▲ 26.1

期末在庫率 22.8% 18.9% 13.5% (33.3%) ▲ 2.7 ▲ 5.4

（参考）

収穫面積(百万ha) 10.51 10.59 10.70 (10.70) - 1.0

単収(もみt/ha) 2.72 2.81 2.80 (1.87) - ▲ 0.4
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、

「World Agricultural Production」（12 September 2022)

IGC 「Grain Market Report」 (18 August 2022) （単収は精米t/ha）

年　度 2020/21
2021/22
(見込み)

2022/23（23年１月～23年12月）

予測値、()はIGC
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＜ ベトナム > インドの輸出規制等により 2021/22 年度の輸出量は増加見込み 

【生育・生産動向】USDA によれば、2022/23 年度の生産量は、前月予測からの変更

はなく、単収が 6.01 トン/ヘクタールと過去最高になることから、対前年度比 1.2％増

の 27.4 百万トンの見込み。 

 2021/22 年度の生産量は、前月予測からの変更はなく、単収・収穫面積ともに減少見

込みであること、低温や高収益作物（野菜等）への転作等により冬春作の収穫が減少し

たことから、対 2020/21 年度比 1.1％減の 27.1 百万トンの見込み。 

【貿易情報・その他】USDA によれば、2022/23 年度の輸出量は、インドの輸出規制に

より、前月予測から 0.4 百万トン上方修正され、対前年度比 1.5％増の 6.8 百万トンの

見込み。 

2021/22 年度の輸出量は、同様の理由から、前月予測から 0.1 百万トン上方修正さ

れ、対 2020/21 年度比 6.3％増の 6.7 百万トンの見込み。 

ベトナム税関総局によれば、2022 年１～７月の輸出量は 4.1 百万トンで、上位から

フィリピン（2.0 百万トン）、中国（0.5 百万トン）、コートジボワール（0.4 百万トン）

となっている。うちジャポニカ米は 0.1 百万トン。 

USDA によれば、2022/23 年度の輸入量は、ベトナム国内で飼料用等に利用されて

いたインドの砕米の輸出禁止措置により、前月予測から 0.1 百万トン下方修正され、対

前年度比 30.0％減の 0.7 百万トンの見込み。 

なお 2021/22 年度の輸入量は、同様の理由から、前月予測から 0.2 百万トン下方修

正され 1.0 百万トンの見込み。 

USDA「Rice Outlook」（2022.9.14）によれば、ベトナム産米（長粒種、５％砕米混

入）の９月６日までの週の価格は、夏秋作の収穫がほぼ終わ

り、またフィリピンからの引き合いも弱いものの、８月９日

までの週の価格と変わらず 395 ドル/トンとなった。 

 

北部で二期作､南部で二期作・三期作。主に長粒種､一部で短粒種も栽培 

資料：USDA「Grain : World Markets and Trade」(2022.9.12)より。 

コメ－ベトナム  

図：長粒種の FOB 価格の推移 

写真：ベトナム北部ハノイ市の圃場

（８月 29 日撮影） 

(単位：百万精米トン）

前月予測
からの変更

対前年度
増減率(%)

生　産　量 27.4 27.1 27.4 (28.5) - 1.2

消　費　量 21.5 21.5 21.5 (23.0) ▲ 0.2 0.2

輸　出　量 6.3 6.7 6.8 (6.5) 0.4 1.5

輸　入　量 1.8 1.0 0.7 (0.9) ▲ 0.1 ▲ 30.0

期末在庫量 2.6 2.6 2.4 (3.0) ▲ 0.6 ▲ 7.8

期末在庫率 9.5% 9.1% 8.3% (10.0%) ▲ 2.0 ▲ 0.8

（参考）

収穫面積(百万ha) 7.31 7.29 7.29 (7.23) - -

単収(もみt/ha) 6.00 5.95 6.01 (3.95) - 1.0
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、

          「World Agricultural Production」（12 September 2022)

      IGC 「Grain Market Report」 (18 August 2022) （単収は精米t/ha）

年　度 2020/21
2021/22
(見込み)

2022/23（23年１月～23年12月）

予測値、()はIGC
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Ⅱ油糧種子 大豆 

(1)国際的な大豆需給の概要（詳細は右表を参照） 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 2022/23 年度の世界の大豆の輸入量(165.0 百万トン) (単位：％) 

〇 2022/23 年度の世界の大豆の生産量(389.8 百万トン)(単位：％) 

〇 2022/23 年度の世界の大豆の輸出量(167.9 百万トン) (単位：％) 

＜米国農務省（USDA）の見通し＞    2022/23 年度  

生産量    前年度比  前月比  

・ウクライナ、カナダ等で上方修正も、米国等で下方修正され、前月から

下方修正された。史上最高の見込み。 

消費量    前年度比  前月比  

・EU、米国等で下方修正され、前月から下方修正された。史上最高の見

込み。 

輸出量    前年度比  前月比  

・アルゼンチン等で上方修正も、米国等で下方修正され、前月から下方修

正された。史上最高の見込み。 

期末在庫量  前年度比  前月比  

資料：USDA「PS&D」(2022.9.12)をもとに農林水産省で作成 
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◎世界の大豆需給

(単位：百万トン）

予測値
前月予測から

の変更
対前年度
増減率(%)

生　産　量 368.4 353.2 389.8 ▲ 3.0 10.3
消　費　量 363.8 363.0 377.7 ▲ 0.6 4.1
　うち搾油用 315.4 313.9 327.1 ▲ 0.7 4.2

輸　出　量 164.9 153.4 167.9 ▲ 1.2 9.5

輸　入　量 165.5 152.7 165.0 ▲ 1.2 8.0
期末在庫量 100.0 89.7 98.9 ▲ 2.5 10.3
期末在庫率 27.5% 24.7% 26.2% ▲ 0.6 1.5

資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」(12 September 2022)

年　度 2020/21
2021/22
(見込み)

2022/23
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（２）国別の大豆の需給動向 

＜ 米国 ＞ 収穫面積・単収の下方修正により、生産量は減産、輸出減の見通し 

【生育・生産状況】USDA によれば、2022/23 年度の生産量は、収穫面積の下方修正に加

え、８月の高温・乾燥の影響でイリノイ州などコーンベルト東部、カンザス州など中央平

原を中心に単収が下方修正されたことにより、前月予測から 4.1 百万トン下方修正され、

対前年度比 1.3％減の 119.2 百万トンの見通し。 

USDA「Crop Progress」（2022.9.19）によれば、主要 18 州における落葉進捗率は 42％

と前年度同期（55％）及び過去５年平均（47％）より遅れている。収穫進捗率は３％と前

年度同期及び過去５年平均（ともに５％）より遅れている。作柄評価は良からやや良が 55％

と前年度同期（58％）を下回っている。 

【需要状況】USDA によれば、2022/23 年度の消費量は、生産量の下方修正に伴い搾油用

消費量が下方修正されたことから前月予測から 0.6 百万トン下方修正されたものの、前年

度より 1.1％増の 63.9 百万トンで史上最高の見込み。 

【貿易情報・その他】USDA によれば、2022/23 年度の輸出量は、生産量の下方修正に伴

い前月予測から 1.9 百万トン下方修正され、前年度より 2.8％減の 56.7 百万ト

ンの見込み。 

USDA によれば、2022 年輸出検証高（2022 年１月６日～９月１日）は、26.1

百万トンであり、内訳は中国（10.4 百万トン）、メキシコ（3.5 百万トン）、エ

ジプト（2.5 百万トン）、ドイツ（1.5 百万トン）、日本（1.4 百万トン）の順。 

USDA によれば、2022/23 年度の期末在庫量は、生産量の下方修正などによ

り、前月予測から 1.2 百万トン下方修正され、前年度より 16.7％減の 5.4 百万

トンの見込み。なお、期末在庫率は 4.5％で、前年度を下回り、低水準の見込み。 

 

 

 

大豆－米国 

 

図：米国、ブラジル、アルゼンチンの大豆輸出価格（FOB）の推移 

(単位：百万トン）

予測値
前月予測から

の変更
対前年度
増減率(%)

生　産　量 114.8 120.7 119.2 ▲ 4.1 ▲ 1.3 
消　費　量 60.9 63.2 63.9 ▲ 0.6 1.1 

  うち搾油用 58.3 60.0 60.6 ▲ 0.5 0.9 
輸　出　量 61.7 58.4 56.7 ▲ 1.9 ▲ 2.8 
輸　入　量 0.5 0.4 0.4 - - 
期末在庫量 7.0 6.5 5.4 ▲ 1.2 ▲ 16.7 
期末在庫率 5.7% 5.4% 4.5% ▲ 0.9 ▲ 0.9 

（参考）

収穫面積(百万ha) 33.43 34.94 35.06 ▲ 0.23 0.3 
単収(t/ha) 3.43 3.45 3.40 ▲ 0.09 ▲ 1.4 

 「World Agricultural Production 」（12 September 2022）

年　度 2020/21
2021/22
(見込み)

2022/23（22年9月～23年8月）

資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates 」、
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資料：IGCのデータをもとに農林水産省にて作成

米国の主要産地の順調な生育・収穫進捗、

中国の輸入需要の弱まり等から下落

南米の高温・乾燥による

減産懸念等から上昇

価格上昇による需要

減退、ブラジルの収

穫進展、中国の搾油

量の減少等から下落

植物油価格全体の

高止まり等から上昇 中国の輸入需要の伸び

悩み懸念等から下落
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 ＜ ブラジル ＞ 2021/22 年度は高温・乾燥の影響で減産、輸出減の見通し 

【生育・生産状況】USDA によれば、本年 10 月以降に作付けが本格的に開始される 2022/23

年度の生産量は、前月予測からの変更はなく、収穫面積及び単収の増加から、前年度より

18.3％増の 149.0 百万トンと史上最高の見込み。 

また、ブラジル食料供給公社(CONAB)月例報告（2022.9.8）によれば、2021/22 年度の生

産量は、ラニーニャ現象を背景にパラナ州など南部の州を中心に深刻な高温・乾燥の影響を

受け、2020/21 度より 9.9％減の 125.6 百万トンの見込み。収穫作業は６月に終了している。 

【需要状況】USDA によれば、2022/23 年度の消費量は、旺盛な搾油用需要により前月予測

から 0.3 百万トン上方修正され、前年度より 0.7％増の 53.9 百万トンと史上最高の見込み。

なお、2021/22 年度の消費量は、旺盛な搾油用需要により前月予測から 0.2 百万トン上方修正

され、2020/21 年度より 7.3％増の 53.5 百万トンの見込み。 

【貿易情報・その他】USDA によれば、2022/23 年度の輸出量は、前月予測からの変更はなく、

生産量の増加に伴い、前年度より 11.3％増の 89.0 百万トンと史上最高の見込み。 

ブラジル貿易統計によれば、2022 年１～８月の輸出量は 66.6 百万トンで、前年同期（72.7

百万トン）に比べ 8.3％減となっている。内訳は、１位が中国 44.8 百万トン、２位がスペイン

2.9 百万トン、３位がタイ 2.0 百万トンとなっている。なお、８月の輸出量は 6.1 百万トンで前

年同月（6.5 百万トン）と比べ、6.0％減となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

大豆－ブラジル 

 

ブラジルのクロップカレンダー(中部から南部）

1月 ・ ・ ・ ・ 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7 8 9

夏とうもろこし

冬とうもろこし

大豆

資料：CONAB穀物レポート（2022.9.8）

大豆収穫後の一部圃場で冬とうもろこし播種

11 12
2021/22年度

2021年 2022年

10

マット・グロッソ州、パラナ州等

ﾘｵ・ｸﾞﾗﾝﾃﾞ･ﾄﾞ･ｽｰﾙ州等

収穫 125.6（百万t）

収穫 88.3（百万t）

収穫 25.0（百万t）

作付 41.5（百万ha）

作付面積夏冬計 21.6百万ha

作付 4.5（百万ha）

作付 17.0（百万ha）

収穫夏冬計

113.3百万t

(単位：百万トン）

前月予測
からの変更

対前年度
増減率(%)

生　産　量 139.5 126.0 149.0 (145.0) - 18.3 
消　費　量 49.9 53.5 53.9 (52.2) 0.3 0.7 

  うち搾油用 46.7 50.3 50.5 (49.4) 0.3 0.5 
輸　出　量 81.7 80.0 89.0 (90.7) - 11.3 
輸　入　量 1.0 0.6 0.8 (0.4) - 36.4 
期末在庫量 29.4 22.5 29.4 (4.2) ▲ 0.5 30.7 
期末在庫率 22.4% 16.8% 20.6% (2.9%) ▲ 0.4 3.7 

（参考）

収穫面積(百万ha) 39.20 41.00 42.00 (42.00) - 2.4 
単収(t/ha) 3.56 3.07 3.55 (3.45) - 15.6 
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates 」、
 「World Agricultural Production 」（12 September 2022）

年　度 2020/21
予測値、（）はIGC

2021/22
(見込み)

2022/23（22年10月～23年9月）

    IGC 「Grain Market Report」(18 August 2022)
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＜ アルゼンチン ＞ 2021/22 年度は高温・乾燥で減産見通し、輸出税は継続                              

【生育・生産状況】USDA によれば、本年 11 月以降作付けが開始される 2022/23 年度の

生産量は、前月予測からの変更はなく、収穫面積及び単収の増加から、高温・乾燥の影響

を受けた前年度より 15.9％増の 51.0 百万トンと史上最高の見込み。なお、2021/22 年度の

生産量は、生育期の高温・乾燥の影響で、2020/21 年度より 4.8％減の 44.0 百万トンの見込

み。７月中旬までに 2021/22 年度の収穫は終了した。 

【需要状況】USDA によれば、2022/23 年度の消費量は、前月予測からの変更はなく、生

産量の増加に伴い、前年度より 1.0％増の 48.3 百万トンの見込み。 

【貿易情報・その他】USDA によれば、2022/23 年度の輸出量は、９月末までの為替優遇

措置により前月予測から 0.4 百万トン上方修正され、前年度より 2.1 倍の 4.7 百万トンの見

込み。 

アルゼンチン国家統計局によれば、2022 年１～７月の輸出量は 95.4 万トンで、前年同期

（267.8 万トン）より 64.4％減。内訳は、1 位が中国 70.8 万トン、２位が米国 7.2 万トン、

３位がチリ 2.7 万トンとなっている。 

アルゼンチンは、丸大豆より搾油後に発生する大豆加工品の輸出が多く、大豆油及び大豆

粕については、世界第１位の輸出国である。 

アルゼンチン政府は、財政赤字の補填等のため、輸出税を設定している。2021 年１月以

降、輸出税を大豆最大 33％、大豆油及び大豆粕 31％に設定。さらに、2022 年３月 19 日付

けアルゼンチン農牧漁業省プレスリリースによれば、大豆油及び大豆粕の輸出税について

2022 年末まで２％引き上げ、大豆と横並びの 33％に変更した。 

また、2022 年９月４日にアルゼンチン政府は、足元の公式レートの 139 ペソ/ドルから 9

月末まで丸大豆輸出のみに適用される為替優遇措置（200 ペソ/ドル）を大豆農家に対して

発表したことにより、これまで滞留していた農家の大豆売渡が加速している。 

 

 

大豆－アルゼンチン 

 
写真：北部サンタフェ州の大豆の貯蔵施設風景 

   （８月 21 日撮影） 

(単位：百万トン）

前月予測
からの変更

対前年度
増減率(%)

生　産　量 46.2 44.0 51.0 (48.0) - 15.9 
消　費　量 47.4 47.8 48.3 (48.1) - 1.0 

  うち搾油用 40.2 40.6 41.0 (42.1) - 1.1 
輸　出　量 5.2 2.3 4.7 (4.6) 0.4 108.9 
輸　入　量 4.8 3.5 4.8 (4.8) - 37.1 
期末在庫量 25.1 22.6 25.4 (2.6) ▲ 0.3 12.6 
期末在庫率 47.6% 45.1% 48.0% (4.9%) ▲ 0.9 2.9 

（参考）

収穫面積(百万ha) 16.47 16.00 17.00 (16.65) - 6.3 
単収(t/ha) 2.81 2.75 3.00 (2.88) - 9.1 
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates 」
 「World Agricultural Production 」（12 September 2022）
    IGC 「Grain Market Report」(18 August 2022)

年　度 2020/21
2021/22
(見込み)

2022/23（22年10月～23年9月）

予測値、（）はIGC
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＜ 中国 ＞ 増産見通し、消費量・輸入量も増加見通し                                  

【生産・生育状況】USDA によれば、2022/23 年度の生産量は、前月予測からの変更はな

く、政府の補助金による大豆生産奨励策で収穫面積が増加したことから、前年度より 12.2％

増の 18.4 百万トンの見込み。 

中国中央気象台（2022.9.5）によれば、東北地区等主産地の８月上旬の天候は大豆の着莢・

子実肥大に有利であったが、8 月中・下旬は気温が低下し、日照もやや少なく、大豆の乳熟

に不利となった。９月上旬現在、着莢期から子実肥大期にある。 

【需要状況】USDA によれば、2022/23 年度の消費量は、前月予測からの変更はなく、国内

大豆粕需要の回復による搾油用消費量の増加から、前年度より 8.3％増の 115.6 百万トンと

史上最高の見込み。 

【貿易情報・その他】USDA によれば、2022/23 年度の輸入量は、主要輸入先である米国の

輸出量の下方修正に伴い前月予測から 1.0 百万トン下方修正されたものの、前年度より

7.8％増の 97.0 百万トンの見込み。 

中国の貿易統計によれば、2022 年１～７月の輸入量は 54.2 百万トンと、前年同期比で 6.0％

減。内訳は、ブラジル産 34.7 百万トン（64％）、米国産 17.9 百万トン（33％）。 

農業農村部「農産品供需形勢分析月報 2022 年７月号」によると、７月は、農家の大豆在庫が

底を突き、販売業者の在庫も減少している一方、政府備蓄倉庫の一部は引き続き買い付けを行

っていることから、国内価格（山東省の国産大豆工場渡し価格）は、前月（6,500 元/トン）か

らやや上昇し、6,520 元/トンとなり、依然として高水準で推移している。主産地における大豆

の余剰量は少なくなり、今後、新穀大豆が市場に出荷されるまで、国内価格は高値を維持する

とみられる。７月の輸入価格（山東省の輸入大豆価格）は、4,920 元/トンと前月（5,500 元/ト

ン）から下落した。今後の中国の輸入動向に注視が必要である。 

 

 

 

大豆－中国 
(単位：百万トン）

前月予測
からの変更

対前年度
増減率(%)

生　産　量 19.6 16.4 18.4 (19.5) - 12.2 
消　費　量 112.7 106.7 115.6 (114.2) - 8.3 

  うち搾油用 93.0 87.0 95.0 (95.5) - 9.2 
輸　出　量 0.1 0.1 0.1 (0.1) - - 
輸　入　量 99.8 90.0 97.0 (96.6) ▲ 1.0 7.8 
期末在庫量 31.2 30.7 30.5 (31.4) ▲ 1.0 ▲ 0.9 
期末在庫率 27.6% 28.8% 26.3% (27.5%) ▲ 0.9 ▲ 2.4 

（参考）

収穫面積(百万ha) 9.88 8.40 9.35 (9.90) - 11.3 
単収(t/ha) 1.98 1.95 1.97 (1.97) - 1.0 
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、
 「World Agricultural Production 」（12 September 2022）
    IGC 「Grain Market Report」(18 August 2022)

年　度
2021/22
(見込み) 予測値、（）はIGC

2022/23（22年10月～23年9月）
2020/21

図：中国におけるブラジル、米国産大豆の輸入状況 
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＜ カナダ ＞ 収穫面積は減少も、単収の増加により増産、輸出量も増加見通し                                    

【生育・生産状況】USDA によれば、2022/23 年度の生産量は、主産地のオンタリオ州

南部の８月下旬の降雨による単収の上方修正により前月予測から 0.4 百万トン上方修正さ

れ、収穫面積は減少するものの、前年度より 2.0％増の 6.4 百万トンの見込み。 

 USDA「Weekly Weather and Crop Bulletin」（2022.8.30～9.20）によれば、主産地のカ

ナダ南東部では、８月下旬から９月中旬にかけて温暖な天候と降雨があり、大豆の生育に好

ましい状況となった。 

 なお、カナダ農務農産食品省（AAFC）「Outlook for Principal Field Crops」（2022.9.23）

によれば、2022/23 年度の収穫面積は前年度より 1.7％減の一方、単収は西部カナダで生育

期の降雨と温暖な天候に恵まれたことから、前年度高温・乾燥で減産となった生産量第２位

のマニトバ州で前年度より 44.3 ％増と増加し、カナダ全体の単収が 5.5％増となることか

ら、生産量は前年度より 3.7％増の 6.5 百万トンの見込み。 

【需要状況】USDA によれば、2022/23 年度の消費量は、生産量の上方修正に伴い、前月予測

から 0.2 百万トン上方修正され、前年度より 2.8％増の 2.5 百万トンの見込み。 

【貿易情報・その他】USDA によれば、2022/23 年度の輸出量は、生産量の上方修正に伴い、

前月予測から 0.1 百万トン上方修正され、前年度より 2.9％増の 4.4 百万トンの見込み。 

 カナダ穀物委員会（Canadian Grain Commission）によれば、2021/22 年度（2021 年８月

～2022 年７月）の輸出量は 287.0 万トンで、国別では、イラン（53.7 万トン）、イタリア（41.6

万トン）、バングラデシュ（26.2 万トン）、オランダ（22.6 万トン）、中国（22.2 万トン）の順。 

 写真：カナダ南東部オンタリオ州の大豆の成熟風景 

   （９月 13 日撮影） 

大豆－カナダ 
(単位：百万トン）

前月予測
からの変更

対前年度
増減率(%)

生　産　量 6.4 6.3 6.4 (6.5) 0.4 2.0 
消　費　量 2.5 2.4 2.5 (2.5) 0.2 2.8 

  うち搾油用 1.6 1.8 1.9 (1.9) 0.1 0.3 
輸　出　量 4.7 4.3 4.4 (4.4) 0.1 2.9 
輸　入　量 0.5 0.5 0.5 (0.4) - ▲ 7.6 
期末在庫量 0.3 0.4 0.5 (0.4) 0.2 7.0 

期末在庫率 4.1% 6.4% 6.7% (5.8%) 2.0 0.3 

（参考）

収穫面積(百万ha) 2.04 2.13 2.10 (2.10) - ▲ 1.4 
単収(t/ha) 3.12 2.94 3.05 (3.10) 0.19 3.7 
資料：USDA「PS&D」
 「World Agricultural Production 」（12 September 2022）
 AAFC「Outlook for Principal Field Crops｣（23 September 2022）

年　度 2020/21
2022/23（22年8月～23年7月）2021/22

(見込み) 予測値、()はAAFC



(参考1）本レポートに使用されている各国の穀物年度について　(2022/23年度）

小麦 とうもろこし コメ 大豆

米国 22年6月～23年5月 22年9月～23年8月 22年8月～23年7月 22年9月～23年8月

カナダ 22年8月～23年7月 22年8月～23年7月

豪州 22年10月～23年9月 23年3月～24年2月

EU 22年7月～23年6月 22年10月～23年9月

中国 22年7月～23年6月 22年10月～23年9月 22年7月～23年6月 22年10月～23年9月

ロシア 22年7月～23年6月 22年10月～23年9月 22年9月～23年8月

ウクライナ 22年7月～23年6月 22年10月～23年9月

ブラジル 23年3月～24年2月 23年4月～24年3月 22年10月～23年9月

アルゼンチン 22年12月～23年11月 23年3月～24年2月 22年10月～23年9月

タイ 23年1月～12月

インド 22年4月～23年3月 22年10月～23年9月

ベトナム 23年1月～12月

(参考２）単位換算表

１　容積→重量

1　Bushel 0.027216 メトリックトン 小麦、大豆 米国等

（ブッシェル） 0.021772 メトリックトン 大麦

（穀物により異なる） 0.025401 メトリックトン とうもろこし

0.014515 メトリックトン オーツ

1 CWT(百ポンド） 0.045359 メトリックトン コメ 米国等

２　面積

1Acre（エーカー） 0.040469 ヘクタール

1rai（ライ） 0.16 ヘクタール

1 亩（ムー） 0.0667 ヘクタール

３　その他

1ガロン 4.536 リットル

1ガロン 3.785 リットル

1LAKH(ラック） 10万 位取り

1斤 500g 重量

　　　華氏→摂氏 ： ℃＝（°F－32）÷1.8

注 市場年度は、おおむね各国で作物が収穫される時期を期首として各国ごとに設定されているため、
国、作物によって年度の開始月は異なります。
例えば、2022/23年度は、米国の小麦では2022年6月～2023年5月、ブラジルのとうもろこしでは2023年3月
～2024年2月です。
なお、各国別、作物別の市場年度は、米国農務省によります。
https://apps.fas.usda.gov/psdonline/app/index.html#/app/downloads（ ｢Reference Data」タブを参
照）

米国等

タイ

中国

英国

米国

インド

中国
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